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表７ 博⼠課程設置に関する意⾒
る⼈が最も多く，仕事の継続を望む背景には経済的問題
が潜んでいることが推測された．また，家庭との両⽴も
意思決定において問題になると答えた者が多かった．こ
れは，新設コース設置の場合の⼤学院進学希望を年齢別
でみると30歳代が最も希望が多かったことから，⼤学院
進学を考える時期が結婚・出産・育児の時期と重なるた
めに困難になっていることが推察された．このことから
⼤学院進学を⽀援するためには，⼤学院への要望の意⾒
としてもあがっているように仕事や家庭との両⽴が可能
な教育体制や教育環境の充実化・柔軟性が必要であるこ
とを再確認した．
３．本学⼤学院助産師養成課程の今後の課題
本調査で助産師養成課程設置について，すでに助産師
の免許を持っている⽴場から貴重な意⾒を得ることがで
きた．設置に賛成する意⾒の⽅が否定的な意⾒よりも多
くみられた．本調査の分析対象である助産師の８割は１
年間（専修・各種学校および短期⼤学卒業）の助産師養
成課程で学んでおり，その対象者が助産師は修⼠課程で
独⾃に２年かけてしっかり学ぶ必要性をあげており，修
⼠課程における助産師養成の必要性が⾼いことがうかが
えた．看護基礎教育の後，さらに専⾨職としての助産師
教育を修⼠課程の２年間で⾏うことは助産師の養成数を
確保するとともに，修⼠の学位をもった⾼度な実践能⼒
を備えた助産師の養成が可能と考える．
また，教育内容に関する意⾒から，助産師独⾃の活動
ができるよう幅広い助産実践がしっかりでき，臨床や地
域で主導権を発揮できる育成プログラムの要望や助産師
としての仕事の展望が伝えられるコースを望む意⾒がみ
られ，修⼠課程において独⾃の実践能⼒を強化し，リー
ダーシップ・マネージメント・コーディネーター能⼒を
培う教育の必要性がうかがえた．また，⺟性のエキス
パートの養成，理論や助産の学問体系をうち⽴てること
のできる⼈材の養成を望む意⾒もあり，実践だけでなく
研究活動も⾃⽴して⾏うことができ，根拠に基づいた助
産学を常に追求する姿勢を学ぶことができるカリキュラ
ムの構築や教育環境の充実の必要性がうかがえた．
育児⽀援能⼒が低下している少⼦社会において，安
全・快適な出産への⽀援とともに地域で⽣活する⺟⼦へ
の継続的⽀援ができる助産師が今後必要と考える．すな
わち，妊娠・出産期の⼥性の診断とケア，新⽣児・乳幼
児を育てる⺟親やその家族への継続的な育児⽀援，⼥性
のライフステージ全般の性・⽣殖に関する健康（リプロ
ダクティブ・ヘルス/ライツ）に関わるリーダーシップ能
⼒，医療施設と助産施設の連携によるマネージメント，
コーディネート能⼒，⼥性のエンパワーメントを重視し
た助産ケアの発想など幅広い活動が助産師には必要とさ
れる．このことは，本調査の助産師養成コースの設置に
関する意⾒からも助産師の免許を持っている助産師が助
産師養成のニーズをあげていた．このニーズに対応する
ためにも，修⼠課程における助産師養成課程を今後本学
も導⼊することが必要であろう．
まとめ
愛知県内で働く助産師を対象に，愛知県⽴看護⼤学⼤
学院への進学および⼤学院における助産師養成課程設置
に関するニーズを調査した結果，⼤学院への進学を希望
しながらも，家庭や仕事の調整，経済的問題などで進学
に躊躇していることがうかがえた．今⽇の急速な社会や
医療状況の変化の中で，助産師の質の保証に応えるため
には，看護基礎教育をふまえ，特殊専⾨領域としての⼤
学院修⼠課程での教育の必要性が⺬唆された．
おわりに
調査にあたりご協⼒いただきました皆様に⼼より感謝
申し上げます．
本稿は，助産師の調査を実施および分析した教員がま
とめたものである．
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